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令和  3  年  9 月 30 日 
 

ワークショップについて 

氏名 角野 仁美  
 

１ 日   時  令和 ３ 年 ９ 月 ３ 日（ 火 ）１４：００～１６：４５ 
２ 会   場  黒埼市民会館 
３ 参加者属性（該当する所属を○で囲む）   
  公民館運営審議会委員 ・ 図書館協議会委員 ・ ユースアドバイザー ・ 社会福祉協議会職員 

 
 
４ 参加グループで出た意見 
＜アイスブレイク（困っていること・関心があること）＞ 
・学校教育と社会教育の連携というが、昔から難しさがある。先生方の理解や地域の理解が

必要。それをどう促していくか。 
・中学生段階から、社会教育の場に生徒を引き込んでいく工夫が必要。そうなると高校生に

なっても、社会教育の場に参加してくれるのではないか。 
・ユースアドバイザーの存在があまり知られていない。もっと知ってもらいたい。現在新潟

市のユースアドバイザーは、４０代が最年少。高齢の方は人生経験豊富で、いてくださって

とっても有り難いが、もっと若者に近い世代も、ユースセンターに滞在することも必要と感

じる。 
・今話題の「親ガチャ」。いろんな子どもたちがいる夜間に親がいない、片親で育つ子どもが

たくさんいる。子どもも勿論、親もともに支援が必要。どのように関わっていけばよいか。 
・コロナで社会教育団体の、団体内の活動のバトンが繋がりにくい。※新しい職員・メンバ

ーが入ってきてくれているけど、コロナにより活動自体ができていないので、活動のイメー

ジ共有がしづらい。もっと団体内で新しい人を育てる重要性が増している。等 
 

＜グループワークにて＞ 
① 「生涯学習の記録手帳」のような、

個々人の学びを記録していけるポー

トフォリオ（ICT とも連動）を作成

し、学校と社会教育機関が一緒に（共

有して）活用できると、自分の学びが

可視化されて本人の自信にもなるし、

切れ目ない支援にもつながるのでは。 
 
その中に、地域の魅力やキーマンな

ど、学んでもらいたい内容のリスト

等も連携すると、地域の教育資源が

集約され、効果的に・一体的に学習が
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進められるのでは。 
② コロナ禍で、体験活動が減少しているが、地域の文化を継承していくためにも、なんで

も「中止」ということにせず、適切な情報収集・判断が必要。子どもたちは「コロナだ

からこそ工夫しよう」と柔軟に考えや行動を変化させている。大人こそが、柔軟性を求

められているのではないか。（ICT の活用なども含め） 
③ 社会教育施設・活動自体の認知度を高めていく努力が必要。リピーターの口コミ、SNS

など新しい切り口で「まず知ってもらう」ところに注力していく。 
 
５ 社会教育委員として、ワークショップを運営して感じたこと 
・関係者が集って対話することの価値を改めて感じた。特に「次世代育成」といっても、様々

な年齢・対象層の若者を、面的に支援していくためには、それぞれが強みを発揮して・役割

分担しながら、柔軟に取り組みを進めていくことが必要。まさに大人側の協働が求められて

いる中で、今回のように横のつながりをつくり、ともに事業を考える場は重要であると思う。 
・次年度の各団体の事業設計をするタイミングで、本当に協働事業を考えるような、発展的

な場も設けてみたいと感じている。 
 


